
- 43 - 

 

作成例（法第１0 条第 1項第５号） 

 

設 立 趣 旨 書 

 

年  月  日 

 

 

特定非営利活動法人○○○○ 

 

１ 設立の趣旨 

①法人の設立にあたっての現状や背景の分析、問題の提起 

例文：現在、××は△○に関する課題を抱えています。この課題を解決するためには、団体で△

△に取り組む必要があります。 

 

②任意団体としての取り組みや活動実績 

例文：そうした状況の中で、任意団体○○として「△○イベント」「○△相談会」等を行い、△△

活動を続けてきました。活動の中では取材対応も行い、△○に関する情報発信に努めてきました。 

 

③法人の行う事業が不特定多数の者の利益に寄与する理由 

例文：△○に関する活動は、○△の支援を行うことで××に対して一定の効果を得ることができ

ると考えます。それを通じて、社会全体で△○の課題の解決に寄与していきたいと思います。 

 

④特定非営利活動法人を設立しようと考えた理由 

例文：今回設立申請を行う理由は、法人格を取得することで事業を継続・独立して行い、行政や

他団体との連携をしやすくなると考えたためです。また、団体の目的が営利目的ではなく、特定

非営利活動の趣旨に沿ったものであるため、特定非営利活動法人の設立を目指すに至りました。 

 

⑤法人としての今後の取り組み 

例文：法人化した後は、△△事業を拡充し、調査研究を進めることによって将来的には○△事業

を実施し、より広範に地域や社会全体の活性化に貢献していきたいと考えています。 

 

 

２ 申請に至るまでの経緯 

○年○月 任意団体○○設立 

○年○月 任意団体○○主催「△○イベント」「○△相談会」開催 

○年○月 特定非営利活動法人格取得のための勉強会開催 

○年○月 発起人会開催 

○年○月 設立総会開催 

 

設立総会開催日か、総会以降の

作成した日を記載 

し ま

す。 

経緯を時系列順に記載 

 

市民の方が読んでわかるよう、

①～⑤などの内容を団体の状況

に合わせて記載（形式自由） 


